
◇
私
た
ち
を
取
り
巻

く
情
勢
の
特
徴

建
設
業
界
は
、
こ
れ
ま
で

の
公
共
事
業
縮
小
の
影
響
を

受
け
、
地
域
の
建
設
業
の
経

営
は
厳
し
く
、
リ
ス
ト
ラ
に

加
え
最
大
限
経
営
を
ス
リ
ム

化
し
て
し
の
い
で
い
る
の
が

実
態
で
す
。

そ
の
結
果
、
「
人
も
機
械

も
資
材
も
持
て
な
い
」
状
況

に
あ
り
、
機
動
力
は
な
い
に

等
し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
災
害
や
事
故
等

で
の
緊
急
復
旧
や
機
動
的
作

業
な
ど
に
お
い
て
、
そ
の
果

た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
消
費
税
増
税
は
８

兆
円
も
の
大
幅
な
負
担
増
に

な
り
、
消
費
税
大
増
税
で
庶

民
か
ら
吸
い
上
げ
、
大
企
業

と
軍
拡
に
税
金
を
注
ぐ
と
い

う､

誰
の
た
め
の
政
治
と
疑
い

た
く
な
る
、
あ
ま
り
の
逆
立

ち
ぶ
り
に
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら

も
、
「
家
計
増
す
重
圧
、
優

遇
策
は
企
業
偏
重
」
（
「
毎

日
」
）
、
「
暮
ら
し
よ
り
安
保

増
税
の
痛
み
顧
み
ず
」（
「
東

京
」
）
な
ど
、
批
判
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
職
場
の
動
き

業
務
の
高
度
化
・
複
雑
多

様
化
が
進
行
し
、
行
政
需
要

も
増
大
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
大
幅
な
定
員
削
減
が

強
行
さ
れ
、
公
務
・
公
共
サ

ー
ビ
ス
が
、
「
合
理
化
」
「
効

率
化
」
「
商
品
化
」
の
対
象

と
さ
れ
、
国
民
の
暮
ら
し
や

安
全
・
安
心
の
保
障
が
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
事
業
執
行
に

も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、

入
札
・
契
約
制
度
の
変
更
、

政
策
の
方
針
変
更
、
現
場
を

無
視
し
た
業
務
の
増
大
、
発

注
あ
り
き
で
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
無
視
、
不
必
要
な
説
明

資
料
の
作
成
が
蔓
延
し
、
無

駄
な
労
力
と
費
用
が
か
か
る

異
常
な
実
態
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
実
態
に
大
幅

な
定
員
削
減
の
強
行
が
輪
を

掛
け
、
労
働
強
化
と
そ
し
て

健
康
被
害
を
生
み
だ
し
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
で

自
殺
者
も
出
る
な
ど
、
異
常

な
職
場
の
状
況
と
な
っ
て
現

れ
て
い
ま
す
。

１
．
特
例
法
延
長
阻
止

政
府
は
昨
年
１
１
月
１
５

日
、
「
東
日
本
大
震
災
の
復

興
財
源
」
等
を
口
実
に
実
施

さ
れ
た
「
国
家
公
務
員
の
給

与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
」
（
以
下｢

特
例

法
」
と
い
う
）
に
つ
い
て
、

「
平
成
２
６
年
３
月
３
１
日

を
も
っ
て
終
了
す
る
」
こ
と

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
人

事
院
に
対
す
る
抗
議
や
二
度

に
わ
た
る
「
給
与
復
元
」
「
特

例
法
延
長
反
対
」
署
名
活
動

を
実
施
、
総
務
省
と
の
団
体

交
渉
で
追
及
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

２
．
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し

人
事
院
は
、
今
年
の
勧
告

で
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
と
称
し
て
、
地
方
の

官
民
給
与
格
差
を
基
準
に
給

与
の
引
き
下
げ
を
図
る
こ
と

を
画
策
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
全
国
４
７

都
道
府
県
の
う
ち
民
間
賃
金

の
低
い
１
２
県
（
１
／
４
）

の
平
均
に
、
国
家
公
務
員
の

賃
金
水
準
を
合
わ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

人
事
院
の
試
算
で
は
、
「
２

％
台
半
ば
」
の
下
げ
幅
に
な

り
ま
す
が
、
東
京
等
に
つ
い

て
は
、
地
域
手
当
で
、
今
以

上
の
賃
金
水
準
に
調
整
す
る

（
人
事
院
）
予
定
で
す
。

３
．「
仕
事
の
あ
り
方
」「
業

務
執
行
体
制
」
の
改
善

職
場
の
管
理
職
員
や
一
般

職
員
の
声
に
、
労
働
組
合
と

し
て
応
え
る
た
め
、
全
国
大

会
で
議
論
と
な
っ
た
以
下
の

４
点
を
ふ
ま
え
た
「
仕
事
の

政
策
」
（
素
案
）
を
発
表
し

ま
し
た
。

一
．｢

国
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
業
務
執
行
体
制｣

と
は
、

ど
う
い
う
体
制
な
の
か
。

二
．
「
道
州
制
」
の
中
で
そ
の

体
制
は
確
立
で
き
る
の
か
。

三
．｢

国
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
業
務
執
行
体
制｣

を
確
立

し
、
そ
の
中
で
職
員
の
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
作
る
た

め
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

四
．
国
民
目
線
で
我
々
の
業

務
を
見
た
と
き
、｢

襟
を
正
す｣

こ
と
は
な
い
の
か
。

本
大
会
で
は
、
当
面
、
緊

急
に
全
国
の
仲
間
の
力
を
結

集
し
て
実
施
す
べ
き
課
題
を

見
つ
け
出
し
、
そ
の
実
践
を

目
指
し
ま
す
。

４
．
六
〇
歳
以
降
の
働
き

方
に
関
す
る
取
り
組
み

（
義
務
的
再
任
用
に

関
す
る
運
動
）

国
交
省
当
局
は
閣
議
決
定

の
但
し
書
き
を
前
面
に
出
し
、

再
任
用
を
行
っ
て
い
る
省
庁

の
中
で
唯
一
、
国
土
交
通
省

（
省
内
で
も
地
方
整
備
局
と

国
土
地
理
院
だ
け
）
が
常
時

勤
務
を
採
用
し
ま
せ
ん
で
し

た
。ユ

ニ
オ
ン
本
部
及
び
各
支

部
は
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
の
採
用

を
求
め
て
総
務
省
・
人
事
院

へ
の
要
請
や
、
交
渉
・
折
衝

で
国
交
省
当
局
を
厳
し
く
追

及
し
ま
し
た
が
、
再
任
用
希

望
者
全
員
に
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

勤
務
の
内
定
通
知
を
発
出
し

た
た
め
、
全
支
部
で
要
請
・

抗
議
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
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国
民
の
安
全
安
心
を
守
れ
る
業
務
執
行
体
制
確
立
と
、

我
々
の
生
活
と
健
康
を
守
る
た
め
「
増
員
元
年
と
し
て
」

一
人
で
も
多
く
の
増
員
を
勝
ち
取
ろ
う

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
２
０
１
４
年
５
月

１
７
日
（
土
）
～
１
８
日
（
日
）
に
第
１
７
回
定
期
全

国
大
会
を
愛
知
県
豊
橋
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

本
号
に
て
、
議
案
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

第
１
７
回
定
期

全
国
大
会
議
案

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
０
１
３
年
度

運
動
の
経
過
と
総
括



◇
運
動
を
進
め
る
基
本

１
９
９
８
年
（
平
成
１
０

年
）
２
月
、
建
設
省
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
（
当
時
）
は
、
以

下
の
要
求
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

私
た
ち
は
常
に
、
こ
れ
ら

の
目
的
と
組
織
運
営
を
踏
ま

え
て
運
動
を
進
め
て
い
き
ま

す
。２

０
１
４
年
度
の

重
点
要
求
と
運
動

１
．
東
北
復
興
と
防
災
対

策
強
化
の
運
動

東
北
復
興
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
た
取
組
を
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
そ
の
事
業
を
財
界

・
ゼ
ネ
コ
ン
の
食
い
物
に
す

る
の
で
は
な
く
、
地
元
企
業

の
復
活
と
地
元
中
心
の
復
興

計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
同

趣
旨
で
活
動
し
て
い
る
他
の

組
織
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
東
北
地
整
で
は
、
Ｃ

Ｍ
方
式
や
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
大
幅
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
公

共
事
業
を
財
界
の
食
い
物
に

さ
せ
な
い
こ
と
や
、
職
員
の

技
術
力
の
低
下
を
招
く
弊
害

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的

な
動
き
に
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

２
．
仕
事
の
進
め
方
を

見
直
し
、
健
康
と
家
庭

を
守
る
業
務
執
行
体
制

確
立
の
運
動

連
年
に
わ
た
る
大
幅
な
定

員
削
減
は
、
大
型
補
正
予
算

の
執
行
と
相
ま
っ
て
、
職
場

に
多
く
の
問
題
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
事
務
所
や
出
張

所
の
係
長
に
多
く
の
欠
員
が

生
ま
れ
、
技
術
や
経
験
の
継

承
が
十
分
さ
れ
ず
、
委
託
労

働
者
抜
き
で
は
業
務
遂
行
が

出
来
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、｢

仕
事
の
進

め
方｣

を
見
直
し
、
職
員
の
健

康
と
家
庭
を
守
る
た
め
に
、

以
下
の
運
動
を
取
り
組
み
ま

す
。

①
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

②
人
間
ら
し
い
労
働
環
境
を

求
め
る
課
題

③
見
直
す
べ
き
仕
事
の
あ
り

方
と
増
員
要
求

今
年
を
「
増
員
元
年
」
と

位
置
づ
け
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
定
員
削
減
計
画
の
中

止
を
求
め
ま
す
。

３
．
公
務
員
制
度
改
悪

と
の
闘
い

私
た
ち
等
の
運
動
に
よ
り
、

憲
法
違
反
の
人
事
院
勧
告
に

よ
ら
な
い
「
給
与
特
例
法
」

は
３
月
末
で
終
了
と
な
り
ま

し
た
が
、
政
府
の
要
請
を
受

け
た
人
事
院
は
、
昨
年
の
報

告
で
「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
と
称
し
て
、
全
面

的

な

制

度

改

悪

を

狙

っ

て

い

ま

す

が

、

断

じ

て

認

め

ら
れ
ま
せ
ん
。

４
．
六
〇
歳
以
降
の
働
き

方
に
つ
い
て

６
０
歳
以
降
の
働
き
方
に

は
、
定
年
延
長
に
よ
る
６
５

歳
ま
で
の
就
労
や
、
義
務
的

再
任
用
や
本
人
の
希
望
を
生

か
し
た
短
時
間
勤
務
に
よ
る

再
任
用
そ
し
て
、
早
期
退
職

者
募
集
制
度
を
利
用
し
た
就

職
や｢

正
規
の
ル
ー
ル｣

に
乗

っ
取
っ
た
再
就
職､

自
営
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
は
、｢

天
下
り｣

な
ど
の
動
き
に
は
、
強
く
反

対
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
共
に､

定
年
延
長
や
義
務
的
再
任
用

制
度
が
そ
の
業
務
内
容
や
処

遇
で
本
人
の
希
望
が
満
た
さ

れ
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
追

求
し
、
退
職
後
も
当
局
に
身

を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
な
く
働

け
る
よ
う
な
人
事
の
流
れ
を

作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

５
．
管
理
職
員
の
処
遇

改
善
に
つ
い
て

①
昇
格
改
善
の
要
求

昇
格
な
ど
の
処
遇
面
で
は
、

「
成
績
主
義
強
化
」
の
流
れ

の
な
か
で
、
誰
で
も
定
年
退

職
前
に
６
級
昇
格
す
る
と
い

う
昇
格
実
態
に
歯
止
め
が
掛

け
ら
れ
、
役
職
別
に
格
差
が

持
ち
込
ま
れ
、
さ
ら
に
、
各

地
整
で
５
級
定
年
退
職
者
を

「
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
」

と
し
て
未
発
令
の
ま
ま
に
す

る
と
い
う
状
況
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
事
務
所
長
や
局
課

長
等
の
７
・
８
級
定
数
拡
大

や
、
副
所
長
や
官
ポ
ス
ト
の

６
・
７
級
定
数
の
大
幅
な
拡

大
、
そ
し
て
課
長
・
出
張
所

長
の
６
級
定
数
拡
大
を
追
求

し
、
誰
で
も
５
５
歳
ま
で
に

は
６
級
昇
格
す
る
流
れ
を
作

り
出
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
全
国
で
ブ
ロ

ッ
ク
化
さ
れ
た
品
質
確
保
課

長
等
の
６
級
化
を
要
求
し
て

い
く
と
と
も
に
、
管
理
職
へ

の
昇
任
と
同
時
に
５
級
昇
格

し
、
４
級
の
管
理
職
員
を
無

く
す
よ
う
改
善
を
求
め
て
い

き
ま
す

②
災
害
時
や
深
夜
の
超

過
勤
務
手
当
等
の
要
求

人
事
院
は
、
私
た
ち
の
永

年
の
要
求
で
あ
る
「
災
害
時

や
深
夜
に
お
け
る
超
過
勤
務

手
当
の
支
給
」
に
つ
い
て
「
引

き
続
き
検
討
中
。
」
と
回
答

す
る
と
と
も
に
、
国
交
省
も

「
手
当
を
要
求
し
て
い
る
。
」

こ
と
を
団
交
で
明
ら
か
に
す

る
な
ど
、
深
夜
勤
務
に
つ
い

て
人
事
院
や
当
局
に
「
管
理

職
手
当
に
含
ま
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
れ
ま
で
の
主
張
に

変
化
の
兆
し
が
見
え
ま
す
が
、

引
き
続
き
実
態
を
ね
ば
り
強

く
訴
え
、
人
事
院
と
当
局
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

６
．「
第
９
回
管
理
職
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
取
組

ユ
ニ
オ
ン
は
発
足
以
来
、

２
年
に
１
回
「
ア
ン
ケ
ー
ト

活
動
」
を
取
組
み
、
管
理
職

の
思
い
や
要
求
を
把
握
し
、

こ
れ
を
反
映
し
た
要
求
書
を

提
出
、
折
衝
や
交
渉
で
当
局

を
追
求
し
、
多
く
の
要
求
を

改
善
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
第
９
回
目
を
実
施

し
ま
す
。

７
．
ユ
ニ
オ
ン
の
活
動
環
境

に
関
す
る
要
求

団
体
交
渉
は
８
月
期
、
２

月
期
の
年
２
回
の
開
催
を
求

め
ま
す
。

官
房
長
と
の
会
見
（
交
渉
）

は
時
間
を
拡
大
し
、
予
算
要

求
前
で
の
実
施
を
求
め
ま
す
。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

｢

官
民
の
賃
下
げ
競
争｣

に
歯
止
め
を
掛
け
る
た
め

｢

総
合
的
給
与
制
度
の
見

直
し｣

を
阻
止
し
よ
う
！

２
０
１
４
年
度

運
動
方
針
（
案
）

第
一
、
管
理
職
が
、
仕
事
と

生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
を

保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
、
退
職
後
の
生
活
も
、

安
定
的
に
普
通
の
生
活
が
営

め
る
よ
う
に
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

第
三
、
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

充
実
し
た
生
活
を
送
り
た
い
。

第
四
、
国
土
交
通
省
（
旧
建

設
省
）
と
公
共
事
業
が
、
国

民
に
と
っ
て
必
要
な
存
在
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
社
会

的
に
強
く
望
ま
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

一
、
〇
〇
〇
名
組
織
建
設
を
目
指
し
ま
す

今
回
の
大
会
を
、｢

一
，
〇
〇
〇
名
組
織
建
設
開
始
の
大
会｣

と
位
置
づ
け
、
管
理
職
員
の
処
遇
と
健
康
・
家
庭
を
守
る
砦
と

し
て
、
組
織
的
に
も
職
場
の
管
理
職
員
な
ど
か
ら
頼
ら
れ
る
大

き
な
組
織
建
設
を
目
指
し
ま
す
。


